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ョ
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劇
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八
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（
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５

０

回

シ

ナ

リ

オ

Ｓ

１

グ

ラ

ン

プ

リ
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募
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【

は

じ

め

に

】

 

○

「

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

」

作

者

の

大

太

 

大

（

お

お

た

・

だ

い

）

と

申

し

ま

す

。

つ

た

な

い

作

品

に

ご

興

味

を

持

っ

て

頂

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

【

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

と

は

】
 

○

作

者

が

世

の

中

で

違

和

感

を

感

じ

て

い

る

出

来

事

や

疑

問

に

思

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

に

対

し

て

、

「

も

し

、

こ

う

い

う

設

定

や

条

件

に

な

っ

た

ら

、

当

事

者

た

ち

は

ど

う

動

く

の

か

」

を

考

え

た

「

性

根

の

曲

が

っ

た

社

会

派

オ

ム

ニ

バ

ス

ド

ラ

マ

」

で

す

。

フ

ィ

ル

ム

バ

イ

ヤ

ー

で

第

二

十

七

話

ま

で

公

開

中

、

そ

れ

ら

と

同

様

に

著

作

権

完

全

フ

リ

ー

で

す

。

詳

細

は

、

ま

と

め

て

公

開

し

て

い

る

第

一

話

〜

第

二

十

七

話

の

イ

ン

ト

ロ

を

ご

覧

下

さ

い

。

Ｘ

(

旧

Ｔ

ｗ

ｉ

ｔ

ｔ

ｅ

ｒ

)

も

や

っ

て

い

ま

す

の

で

、

そ

ち

ら

も

是

非

。

 

h
t
t
p

s
:/

/
x

.c
o

m
/

o
t
a

_
d

a
id

a
i 

そ

れ

で

は

、

本

編

を

ど

う

ぞ

。

 

https://x.com/ota_daidai
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【

あ

ら

す

じ

】

 

毎

朝

新

聞

桐

山

支

局

勤

務

の

水

間

孝

は

報

道

写

真

の

世

界

的

な

賞

で

あ

る

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

受

賞

を

目

指

す

カ

メ

ラ

マ

ン

。

 

あ

る

日

、

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

の

経

験

を

持

つ

写

真

家

、

石

田

文

弘

の

写

真

展

に

赴

い

た

際

、

本

人

と

遭

遇

す

る

。

石

田

は

「

時

代

を

切

り

取

る

写

真

」

が

撮

り

た

い

と

話

す

水

間

を

気

に

入

り

、

展

示

会

後

に

話

を

し

た

い

と

誘

う

。
水

間

は

喜

ん

で

そ

れ

を

受

け

る

。 

石

田

は

、

水

間

に

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

は

、

あ

く

ま

で

第

三

者

の

立

場

を

貫

く

必

要

が

あ

る

と

説

く

。
 

ま

た

、

石

田

は

自

身

を

有

名

に

し

た

何

枚

か

の

写

真

を

展

示

し

な

か

っ

た

に

触

れ

、

フ

リ

ー

だ

っ

た

当

時

、

写

真

を

売

る

必

要

が

あ

り

、

自

分

で

被

写

体

を

選

ん

だ

も

の

で

は

無

か

っ

た

か

ら

だ

と

説

明

す

る

。

 

そ

し

て

、

石

田

は

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

を

受

賞

し

た

有

名

な

写

真

を

例

に

出

し

、

「

時

代

を

切

り

取

る

写

真

」

に

は

、

切

り

取

っ

た

部

分

以

外

の

こ

と

が

消

え

て

し

ま

う

「

危

う

さ

」

が

あ

る

と

指

摘

し

、

そ

れ

を

心

に

留

め

て

い

て

欲

し

い

と

水

間

に

助

言

す

る

。
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そ

の

後

、

桐

山

支

局

の

取

材

エ

リ

ア

内

で

通

り

魔

事

件

が

起

き

る

。

水

間

は

先

輩

記

者

の

木

村

浩

人

と

現

場

に

駆

け

つ

け

写

真

を

撮

る

が

、

石

田

の

言

葉

が

頭

を

よ

ぎ

り

、

現

場

の

撮

り

方

や

支

局

長

小

川

康

二

の

写

真

選

定

に

不

安

を

抱

く

。

し

か

し

木

村

は

手

の

届

く

範

囲

で

ベ

ス

ト

を

尽

く

す

し

か

な

い

と

諭

す

。

 

数

日

後

、

今

度

は

同

所

属

記

者

の

高

石

研

一

か

ら

自

身

の

家

の

近

く

で

火

災

が

発

生

し

た

と

連

絡

が

入

る

。

水

間

は

妻

の

里

美

か

ら

の

電

話

で

、

長

男

の

蓮

と

二

人

と

も

差

し

迫

っ

た

状

況

で

は

な

い

と

把

握

し

、

取

材

の

た

め

現

場

に

向

か

う

。

現

場

に

着

い

た

水

間

は

、

そ

れ

ほ

ど

親

し

く

な

か

っ

た

隣

人

の

堀

田

弘

子

と

、
そ

の

長

女

の

紗

奈

が

危

険

な

状

態

だ

と

分

か

る

。

水

間

は

人

命

救

助

と

報

道

カ

メ

ラ

マ

ン

の

役

割

と

の

間

で

葛

藤

す

る

が

、

救

助

を

優

先

す

る

。

 

火

災

か

ら

半

年

後

、

水

間

は

支

局

を

辞

め

、

カ

メ

ラ

メ

ー

カ

―

に

転

職

す

る

。

水

間

は

里

美

に

、

こ

れ

か

ら

は

一

枚

の

写

真

を

見

た

だ

け

で

、

そ

の

時

の

事

が

全

て

思

い

出

せ

る

よ

う

な

、

家

族

の

写

真

を

た

く

さ

ん

撮

る

と

告

げ

る

。
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【

登

場

人

物

】

 

水

間
 

孝

（

み

ず

ま

・

た

か

し

）
（

３

３

）

…

毎

朝

新

聞

 
桐

山

支

局

勤

務

。

報

道

カ

メ

ラ

マ

ン

 

水

間

 

里

美

（

み

ず

ま

・

さ

と

み

）
（

３

２

）

…

孝

の

妻

 

水

間

 

蓮

（

み

ず

ま

・

れ

ん

）
（

７

）

…

孝

の

長

男

。

小

学

一

年

生

 

 

石

田

 

文

弘

（

い

し

だ

・

ふ

み

ひ

ろ

）
（

８

０

）

…

フ

リ

ー

カ

メ

ラ

マ

ン

。

戦

場

で

の

従

軍

カ

メ

ラ

マ

ン

経

験

を

持

つ

 

 

小

川

 

康

二

（

お

が

わ

・

こ

う

じ

）
（

４

７

）

…

孝

の

上

司

。

同

支

局

 

支

局

長

 

木

村

 

浩

人

（

き

む

ら

・

ひ

ろ

と

）
（

３

５

）

…

同

支

局

勤

務

。

孝

の

先

輩

記

者

。

 

高

石

 

研

一

（

た

か

い

し

・

け

ん

い

ち

）
（

３

０

）

…

同

支

局

勤

務

。

孝

の

後

輩

記

者

。

警

察

記

者

ク

ラ

ブ

担

当
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堀

田

 

弘

子

（

ほ

っ

た

・

ひ

ろ

こ

）
（

３

５

）

…

孝

の

隣

人

 
堀

田

 
紗

奈

（

ほ

っ

た

・

さ

な

）
（

８

）

…

弘

子

の

長

女

。

小

学

二

年

生

 

 

交

通

事

故

時

の

当

事

者

の

車

の

運

転

手

 

交

通

事

故

時

の

当

事

者

の

怪

我

人

 

交

通

事

故

時

の

警

察

官

１

〜

３

 

交

通

事

故

時

の

救

急

隊

員

 

交

通

事

故

を

見

て

い

る

通

行

人

 

 

写

真

展

ス

タ

ッ

フ

１

（

女

性

）

 

写

真

展

ス

タ

ッ

フ

２

（

女

性

）

 

写

真

展

の

客

 

 

喫

茶

店

の

店

員

１

（

女

性

）

 

喫

茶

店

の

店

員

２

（

女

性

）

 

喫

茶

店

の

客

 

 

警

察

記

者

ク

ラ

ブ

の

記

者
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通

り

魔

事

件

時

の

怪

我

人

 
通

り

魔

事

件

時

の

警

察

官

 

通

り

魔

事

件

時

の

救

急

隊

員

 

通

り

魔

事

件

を

見

て

い

る

通

行

人

 

 

火

災

時

の

規

制

線

担

当

の

警

察

官

 

火

災

時

の

救

急

隊

員

 

火

災

を

見

て

い

る

通

行

人
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 1 

○

交

通

事

故

現

場

（

道

路

・

金

曜

日

の

夜

）

 

自

動

車

と

自

転

車

の

接

触

事

故

。

 

事

故

車

両

が

路

肩

で

ハ

ザ

ー

ド

。

そ

ば

に

ひ

し

ゃ

げ

て

い

る

自

転

車

。
事

故

車

両

の

後

で

、

ラ

ン

プ

を

点

灯

さ

せ

て

止

ま

っ

て

い

る

警

察

車

両

。

現

場

周

辺

に

規

制

線

と

コ

ー

ン

。

 

横

を

通

行

す

る

車

を

誘

導

す

る

警

察

官

１

。

事

故

車

両

の

運

転

手

に

話

を

聞

い

て

い

る

警

察

官

２

と

３

。

 

ス

ト

レ

ッ

チ

ャ

ー

で

怪

我

人

を

運

ぶ

救

急

隊

員

。

遠

巻

き

に

見

て

い

る

通

行

人

。

 

そ

の

様

子

を

道

路

の

反

対

側

か

ら

写

真

に

収

め

て

い

る

水

間

 

孝

（

３

３

）
。

 

水

間

「

…
…

」

 

写

真

を

撮

り

終

え

て

、

ス

マ

ホ

で

支

局

長

の

小

川

康

二
（

４

７

）
に

電

話

を

か

け

る

水

間

。

発

信

音

が

鳴

り

、「

ガ

チ

ャ

」
と

電

話

を

取

る

音

。

 

水

間

「

も

し

も

し

、

小

川

支

局

長

で

す

か

？

 

水

間

で

す

。

国

道

の

事

故

の

件

で

す

が

、

写

真

を

撮

り
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 2 

終

え

ま

し

た

。

今

か

ら

メ

ー

ル

で

送

り

ま

す

。

そ

れ

を

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

の

方

に

。

は

い

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 
電

話

を

切

り

、

リ

ュ

ッ

ク

か

ら

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

取

り

出

そ

う

と

す

る

水

間

。

座

ろ

う

と

し

て

、

首

に

か

け

て

い

た

カ

メ

ラ

を

路

肩

に

ぶ

つ

け

る

。

 

水

間

「

ヤ

バ

ッ

！

」

 

カ

メ

ラ

を

持

っ

て

フ

ァ

イ

ン

ダ

ー

越

し

に

景

色

を

覗

く

水

間

。
ピ

ン

ト

が

合

っ

て

い

な

い

。 

水

間

、

カ

メ

ラ

を

見

て

、

 

水

間

「

ま

い

っ

た

な

…
…

。

で

も

、

取

り

あ

え

ず

写

真

を

送

ら

な

い

と

」

 

水

間

、
ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

開

き

、
カ

メ

ラ

か

ら

Ｓ

Ｄ

カ

ー

ド

を

取

り

出

し

て

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

に

差

し

、

メ

ー

ル

を

送

信

す

る

。

 

 

○

水

間

の

自

宅

・

外

観

（

翌

日

土

曜

日

・

昼

）

 

新

興

住

宅

地

の

二

階

建

て

一

軒

家

。
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 3 

○

同

・

水

間

の

部

屋

（

同

）

 

二

階

。

 

ド

ア

と

反

対

方

向

に

机

、

そ

の

上

に

カ

メ

ラ

の

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

キ

ッ

ト

。

机

の

奥

に

卓

上

時

計

と

ブ

ッ

ク

エ

ン

ド

に

挟

ま

れ

た

十

冊

ほ

ど

の

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

や

有

名

写

真

家

の

書

籍
・
写

真

集

。
そ

の

中

に
「

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

 

受

賞

写

真

 

全

記

録

」
。
机

の

横

に

三

段

の

デ

シ

ケ

ー

タ

ー

。

全

て

の

段

に

カ

メ

ラ

と

レ

ン

ズ

。

 

前

日

、

使

っ

て

い

た

カ

メ

ラ

と

レ

ン

ズ

を

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

し

て

い

る

水

間

。

 

水

間

「

こ

れ

で

…
…

、

ど

う

か

な

…
…

？

」

 

カ

メ

ラ

と

レ

ン

ズ

を

接

続

し

、

フ

ァ

イ

ン

ダ

ー

を

覗

く

水

間

。

ピ

ン

ト

が

合

っ

て

い

る

。

 

水

間

、

カ

メ

ラ

を

見

て

、

 

水

間

「

よ

し

。

メ

ン

テ

の

人

を

呼

ば

な

く

て

も

よ

さ

そ

う

だ

」

 

ド

ア

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

息

子

の

蓮
（

７

）
。 

大

声

で

、
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蓮

「

ね

ぇ

、

お

父

さ

ん

！

 

家

に

い

る

な

ら

遊

ん

で

よ

！

」

 

水

間

、

机

に

向

か

っ

た

ま

ま

、

 

水

間

「

蓮

、

明

日

遊

ん

で

や

る

約

束

だ

ろ

？

」

 

妻

の

里

美

（

３

２

）
、

ド

ア

か

ら

半

身

、

小

声

で

、

 

里

美

「

孝

さ

ん

…
…

」

 

水

間

、

振

り

返

り

眉

を

ひ

そ

め

て

、

 

水

間

「

里

美

も

か

？

 

明

日

だ

っ

て

言

っ

て

る

じ

ゃ

な

い

か

」

 

里

美

「

で

も

…
…

、

今

日

は

有

名

な

写

真

家

の

方

の

展

示

会

が

あ

る

か

ら

っ

て

…
…

。

蓮

も

我

慢

し

て

た

の

に

…
…

」

 

ハ

ッ

と

し

て

、
卓

上

時

計

を

見

る

水

間

。
時

刻

は

十

二

時

過

ぎ

。

 

水

間

、

急

い

で

カ

メ

ラ

を

デ

シ

ケ

ー

タ

ー

の

中

に

入

れ

、

立

ち

上

が

っ

て

蓮

の

頭

を

ポ

ン

ポ

ン

し

な

が

ら

、

 

水

間

「

蓮

、

ゴ

メ

ン

な

！

 

明

日

、

い

っ

ぱ

い

遊

ん

で

や

る

か

ら

！

」
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上

着

を

取

っ

て

、
階

段

を

駆

け

降

り

る

水

間

。

水

間

を

見

て

い

る

里

美

と

蓮

。

 
里

美

・

蓮

「

…
…

」

 

 

○

同

・

外

観

（

同

）
 

玄

関

を

ド

ン

と

開

け

て

、

道

路

を

走

っ

て

行

く

水

間

。

 

電

柱

に
「

桐

山

市

 

王

寺

町

二

丁

目

」
の

街

区

表

示

板

。

 

 

○

写

真

展

示

会

会

場

・

外

（

同

）

 

入

り

口

の

道

路

に

山

型

の

自

立

看

板

。

 

看

板

に

「

石

田

 

文

弘

 

報

道

写

真

展

」
、

 

「

本

日

最

終

日

 

１

０
：
０

０

〜

１

６
：
０

０

」

の

文

字

。

 

 

○

同

・

会

場

内

（

同

）

 

会

場

入

り

口

に

白

い

布

を

か

け

た

長

机

。

長

机

の

後

に

座

っ

て

い

る

ス

タ

ッ

フ

１

。

 

会

場

内

に

客

。
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後

手

で

一

枚

の

戦

場

写

真

を

食

い

入

る

よ

う

に

見

て

い

る

水

間

。

 

水

間

の

横

か

ら

近

づ

い

て

く

る

石

田

文

弘

（

８

０

）
と

ス

タ

ッ

フ

２

。
石

田

は

、
背

広

姿

で
「

石

田 
文

弘

」
と

書

か

れ

た

来

賓

用

の

リ

ボ

ン

を

付

け

て

い

る

。

 

石

田

、

水

間

に

、

 

石

田

「

ど

う

で

す

か

？

 

そ

の

写

真

は

」

 

石

田

の

顔

を

チ

ラ

ッ

と

見

て

、

ま

た

写

真

に

目

を

向

け

て

、

ア

ゴ

に

手

を

や

る

水

間

。

 

水

間

「

う

〜

ん

、

い

い

写

真

な

の

で

す

が

…
…

、

ア

ン

グ

ル

が

も

う

少

し

右

の

方

が

…
…

」

 

石

田

、

後

手

に

し

て

、

 

石

田

「

は

は

は

。

戦

場

で

は

『

は

い

、

チ

ー

ズ

』

と

言

う

訳

に

も

行

き

ま

せ

ん

の

で

ね

」

 

水

間

「

そ

れ

は

そ

う

で

す

が

…
…

」

 

石

田

の

方

を

向

き

、

来

賓

用

リ

ボ

ン

の

名

前

を

見

て

驚

く

水

間

。

 

水

間

「

い

、

石

田

先

生

で

す

か

⁉︎

」

 

石

田

、

笑

顔

で

、
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石

田

「

え

え

、

そ

う

で

す

よ

」

 

水

間

、

平

身

低

頭

で

、

 
水

間

「

す

、

す

い

ま

せ

ん

。

大

変

失

礼

な

こ

と

を

言

っ

て

し

ま

っ

て

、

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

！

」

 

石

田

、

片

手

で

制

し

て

、

 

石

田

「

い

え

い

え

。

私

は

あ

ま

り

顔

を

出

し

ま

せ

ん

か

ら

ね

。

昔

の

写

真

く

ら

い

し

か

ご

存

知

な

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

？

」

 

水

間

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

…
…

。

で

も

、

ま

さ

か

い

ら

っ

し

ゃ

っ

て

い

る

と

は

…
…

」

 

石

田

、

ま

た

手

を

後

に

組

ん

で

、

 

石

田
「

ア

ン

グ

ル

の

話

を

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

…
…

、

同

業

者

の

方

で

す

か

？

」

 

水

間

、

気

を

付

け

し

て

、

 

水

間

「

は

い

！

 

毎

朝

新

聞

で

報

道

カ

メ

ラ

マ

ン

を

し

て

い

ま

す

水

間

と

申

し

ま

す

！

 

い

つ

か

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

を

取

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

！

」

 

石

田

「

そ

れ

は

、

い

い

で

す

ね

」

 

石

田

、

手

を

解

き

、

お

ど

け

て
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石

田

「

私

は

取

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

…
…

」

 

水

間

、

石

田

に

両

手

を

向

け

て

振

っ

て

、

 
水

間

「

い

、

い

え

、

そ

う

い

う

意

味

で

は

！

」

 
笑

顔

の

石

田

。

 

水

間

「

で

も

、

時

代

を

切

り

取

る

写

真

が

撮

り

た

い

ん

で

す

！

」

 

一

瞬

、

表

情

が

曇

る

石

田

。

 

不

思

議

そ

う

な

水

間

。

 

水

間

「

…
…

？

」

 

石

田

、

表

情

を

戻

し

て

、

 

石

田

「

…
…

ど

う

で

す

か

？

 

展

示

会

が

終

わ

っ

て

か

ら

、

少

し

お

話

し

し

ま

せ

ん

か

？

」

 

水

間

、

目

を

見

開

い

て

、

 

水

間

「

よ

ろ

し

い

の

で

す

か

⁉︎

」

 

石

田

「

え

え

。

あ

な

た

が

よ

ろ

し

い

の

で

し

た

ら

」

 

水

間

「

も

ち

ろ

ん

大

丈

夫

で

す

！

」

 

水

間

、

会

場

を

見

回

し

、

 

水

間

「

で

す

が

、

片

付

け

と

か

は

…
…

」

 

石

田

「

そ

の

辺

は

、

ス

タ

ッ

フ

の

み

な

さ

ん

に

お

任

せ

し

ま

す

か

ら

」
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石

田

、

ス

タ

ッ

フ

２

の

方

を

向

い

て

、

 

石

田

「

よ

ろ

し

い

で

す

か

？

」

 
ス

タ

ッ

フ

２

「

は

い

、

か

ま

い

ま

せ

ん

。

私

ど

も

で

対

応

致

し

ま

す

」

 

水

間

、

ス

タ

ッ

フ

２

に

向

か

っ

て

、

 

水

間

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

 

腕

時

計

を

見

る

石

田

。
 

石

田

「

終

わ

る

ま

で

に

も

う

少

し

あ

り

ま

す

か

ら

…

…

」

 

石

田

、

出

入

口

を

見

て

、

 

石

田

「

ど

こ

か

で

時

間

を

つ

ぶ

…
…

」

 

話

を

遮

る

水

間

。

 

水

間

「

と

ん

で

も

な

い

で

す

！

 

も

う

一

度

、

じ

っ

く

り

見

て

回

り

ま

す

！

」

 

再

び

写

真

を

見

て

回

る

水

間

。

 

笑

顔

で

水

間

を

見

る

石

田

。

 

 

○

展

示

会

場

近

く

の

喫

茶

店

・

外

観

（

夕

方

）

 

別

の

ビ

ル

の

二

階

に

あ

る

喫

茶

店

。

窓

際

に

座

っ

て

い

る

水

間

と

石

田

。
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○

同

・

店

内

（

同

）

 

談

笑

し

て

い

る

客

。

そ

の

中

に

男

女

の

カ

ッ

プ

ル

。
 

ソ

フ

ァ

ー

に

石

田

、
椅

子

に

水

間

。
二

人

と

も

ホ

ッ

ト

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

ん

で

い

る

。

 

石

田

「

十

年

目

…
…

、

で

す

か

」

 

水

間

「

は

い

」

 

石

田

「

で

は

、

ご

家

族

も

？

」

 

水

間

「

は

い

。

妻

と

息

子

が

い

ま

す

」

 

石

田

「

転

勤

な

ど

は

？

」

 

水

間

「

幸

い

…
…

。

た

だ

…
…

、

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

は

も

う

…
…

」

 

石

田

「

そ

う

で

す

ね

」

 

石

田

、

お

ど

け

て

、

 

石

田

「

ま

あ

、

離

婚

で

も

す

れ

ば

、

話

は

別

な

の

で

し

ょ

う

が

…
…

」

 

水

間

「

縁

起

で

も

な

い

こ

と

を

言

わ

な

い

で

下

さ

い

！

」

 

石

田

、

笑

顔

で

、
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石

田

「

は

は

は

。

冗

談

で

す

よ

」

 

水

間

、

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

も

う

と

カ

ッ

プ

に

口

を

近

づ

け

て

い

る

石

田

に

、

 

水

間
「

石

田

先

生

。
戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

と

い

う

の

は

、

ど

ん

な

感

じ

だ

っ

た

の

で

す

か

？

 

本

で

読

ん

だ

こ

と

は

あ

る

の

で

す

が

…
…

」

 

手

を

止

め

て

、

水

間

を

見

る

石

田

。

 

石

田

「
『

先

生

』

は

や

め

て

下

さ

い

。
『

さ

ん

』

付

け

で

い

い

で

す

よ

」

 

水

間

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

石

田

、

笑

顔

で

、

 

石

田

「

謝

る

こ

と

は

な

い

で

す

よ

」

 

石

田

、

表

情

を

戻

し

て

、

 

石

田
「

ど

う

、
と

言

わ

れ

る

と

難

し

い

で

す

ね

…
…

。

本

を

お

読

み

に

な

っ

て

い

る

の

で

し

た

ら

、

大

体

の

こ

と

は

ご

存

知

だ

と

思

い

ま

す

が

…
…

」

 

水

間

「

い

え

、

先

…
…

、

い

や

、

石

田

さ

ん

か

ら

直

接

お

話

し

を

お

聞

き

し

た

い

の

で

す

」

 

石

田

を

直

視

す

る

水

間

。

 

石

田

「

…
…

分

か

り

ま

し

た

。

で

は

、

お

話

し

し

ま
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し

ょ

う

か

…
…

」

 

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

む

石

田

。

カ

ッ

プ

を

置

く

。

 

石

田

「

ま

ず

、

一

般

的

に

戦

場

で

取

材

を

す

る

カ

メ

ラ

マ

ン

を

『

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

』

と

呼

ぶ

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

実

際

に

は

戦

争

当

事

者

の

ど

ち

ら

か

と

行

動

を

共

に

す

る

『

従

軍

カ

メ

ラ

マ

ン

』

に

な

る

こ

と

が

多

い

で

す

。

私

も

そ

う

で

し

た

」 

水

間

「

従

軍

し

て

い

る

当

事

者

の

方

に

肩

入

れ

す

る

よ

う

な

こ

と

は

な

か

っ

た

の

で

す

か

？

」
 

石

田

「

あ

り

ま

せ

ん

。

あ

く

ま

で

第

三

者

で

す

。

報

道

の

人

間

は

当

事

者

に

は

な

ら

な

い

。

こ

れ

は

基

本

の

と

こ

ろ

だ

と

思

い

ま

す

が

？

」

 

水

間

「

は

い

。

私

も

そ

う

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

…
…

で

は

、

な

ぜ

『

従

軍

』

な

の

で

す

か

？

」

 

石

田
「

端

的

に

言

え

ば

、
生

活

で

き

な

い

か

ら

で

す

。

私

は

あ

く

ま

で

カ

メ

ラ

マ

ン

で

あ

っ

て

、

戦

場

で

サ

バ

イ

バ

ル

を

し

て

い

る

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

機

材

の

他

に

、

水

や

食

料

な

ど

を

何

日

分

も

持

っ

て

移

動

す

る

こ

と

は

無

理

で

す

。

無

く

な

れ

ば

調
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達

が

必

要

に

な

り

ま

す

し

。

そ

れ

に

現

地

の

言

葉

も

分

か

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

ら

」

 
水

間

「

確

か

に

…
…

。

で

は

、

そ

う

言

っ

た

類

の

も

の

は

？

」
 

石

田

「

え

え

。

支

給

し

て

も

ら

っ

て

い

ま

し

た

」

 

石

田

、

苦

笑

い

し

な

が

ら

ソ

フ

ァ

ー

に

寄

り

か

か

っ

て

、

 

石

田

「

ま

あ

、

食

事

は

良

い

時

と

そ

う

で

な

い

時

が

あ

り

ま

し

た

が

ね

」

 

水

間

「

？

」

 

石

田

「

も

ち

ろ

ん

、

従

軍

す

る

側

の

…
…

」

 

石

田

、

手

を

見

て

指

を

折

り

な

が

ら

、

 

石

田

「
『

許

可

』

と

『

協

力

』

と

『

理

解

』

…
…

」

 

石

田

、

水

間

を

見

て

、

 

石

田

「

が

、

必

要

で

す

が

…
…

」

 

水

間

「

…
…

そ

う

な

り

ま

す

ね

」

 

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

む

水

間

。

 

石

田

「

と

こ

ろ

で

、

水

間

さ

ん

。

こ

の

写

真

展

を

見

て

い

て

、

何

か

気

づ

い

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

？

」
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顔

を

少

し

下

に

ひ

ね

っ

て

、

口

に

手

を

や

る

水

間

。

 
水

間

「

そ

う

言

え

ば

…
…

、

石

田

さ

ん

の

戦

場

写

真

で

有

名

と

言

う

か

…
…

、

代

表

作

と

言

う

か

…
…

、

そ

う

い

う

写

真

が

何

枚

か

無

か

っ

た

よ

う

な

気

が

し

ま

し

た

」

 

水

間

、

口

か

ら

手

を

離

し

、

石

田

を

見

て

、

 

水

間

「
『

あ

れ

っ

？

 

無

い

な

ぁ

』

っ

て

』
」

 

石

田

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

」

 

水

間

「

ご

承

知

の

上

で

、

外

し

た

の

で

す

か

？

」

 

石

田

「

は

い

。

そ

う

で

す

」

 

水

間

「

な

ぜ

で

す

か

？

」

 

石

田

「

外

し

た

写

真

は

、

私

が

撮

っ

た

も

の

で

は

な

い

か

ら

で

す

」

 

水

間

、
両

手

を

机

の

上

に

置

き

、
身

を

乗

り

出

し

て

目

を

見

開

き

、

 

水

間

「

石

田

さ

ん

の

写

真

で

は

な

か

っ

た

ん

で

す

か

⁉︎

」

 

石

田

「

私

の

中

で

は

…
…

、

そ

う

な

り

ま

す

」

 

水

間

「

で

も

、

そ

れ

っ

て

大

変

な

こ

と

じ

ゃ

な

い

ん
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で

す

か

⁉︎

 

ウ

ソ

を

つ

い

て

い

ら

し

た

の

で

す

か

⁉︎

」

 

石

田

、

水

間

の

目

を

見

て

、

 

石

田

「

い

え
…

…

、

そ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

怪

訝

そ

う

な

顔

を

す

る

水

間

。

 

水

間

「

？

」

 

石

田

「

私

の

話

を

聞

い

て

頂

け

ま

せ

ん

か

？

」

 

身

を

戻

す

水

間

。

 

水

間

「

…
…

は

い

」

 

石

田

、

机

の

上

で

手

を

組

ん

で

視

線

を

逸

ら

し

つ

つ

、

 

石

田

「

私

は

当

時

か

ら

フ

リ

ー

の

カ

メ

ラ

マ

ン

と

し

て

活

動

し

て

い

ま

し

た

。

私

は

戦

争

の

悲

惨

さ

を

伝

え

よ

う

と

、

戦

地

に

飛

び

込

み

ま

し

た

。

し

か

し

、

自

分

の

考

え

て

い

た

戦

場

と

は

少

し

違

う

…

…

、

と

感

じ

た

ん

で

す

」

 

水

間

「

違

う

、

と

言

い

ま

す

と

？

」

 

石

田

「

確

か

に

前

線

は

ひ

ど

い

も

の

で

し

た

。

亡

骸

が

あ

ち

こ

ち

に

放

置

さ

れ

て

い

た

り

、

地

雷

で

車

が

壊

さ

れ

て

い

た

り

、

こ

ち

ら

側

で

親

し

く

な

っ
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た

兵

士

の

方

が

撃

た

れ

て

亡

く

な

っ

た

り

…
…

。

カ

メ

ラ

を

構

え

る

の

が

や

っ

と

で

し

た

」

 
水

間

「
…

…

」

 

石

田

「

…
…

で

も

、

前

線

か

ら

離

れ

れ

ば

、

そ

う

で

も

無

か

っ

た

ん

で

す

」

 

水

間

「

悲

惨

で

は

無

か

っ

た

と

？

」

 

石

田

、

手

を

そ

の

ま

ま

で

水

間

を

見

て

、

 

石

田

「

戦

争

に

悲

惨

で

は

な

い

こ

と

な

ど

あ

り

ま

せ

ん

よ

。
た

だ

、
私

が

想

像

し

て

い

た

よ

う

な

…
…

、

兵

士

全

員

が

二

十

四

時

間

、

塹

壕

で

銃

を

構

え

続

け

て

い

る

、

と

い

う

も

の

で

は

無

か

っ

た

、

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

」

 

水

間

「

で

は

、

ど

ん

な

感

じ

だ

っ

た

の

で

す

か

？

」

 

石

田

「

普

段

と

同

じ

生

活

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

り

ま

し

た

。

お

酒

も

飲

め

て

、

小

さ

な

娯

楽

施

設

な

ど

も

あ

っ

て

」

 

水

間
「

そ

う

い

う

と

こ

ろ

も

あ

っ

た

ん

で

す

ね

…
…

」 

石

田
「

え

え

。
戦

争

を

し

て

い

る

地

域

と

言

っ

て

も

、

そ

の

く

ら

い

の

差

が

あ

っ

た

の

で

す

」

 

水

間

「

…
…

」
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石

田

「

そ

れ

で

、

私

は

戦

争

中

の

と

こ

ろ

に

も

こ

う

い

う

場

所

が

あ

る

ん

だ

と

い

う

こ

と

を

伝

え

た

い

と

思

い

ま

し

た

。

い

ろ

ん

な

見

方

を

し

て

欲

し

い

と

。

で

す

か

ら

、

そ

う

い

う

写

真

も

撮

っ

た

の

で

す

」

 

目

を

逸

ら

す

石

田

。

 

石

田

「

た

だ

…
…

」

 

水

間

「

た

だ

…
…

？

」

 

再

び

、

水

間

を

見

る

石

田

。

 

石

田

「

先

ほ

ど

お

話

し

し

ま

し

た

よ

う

に

、

私

は

フ

リ

ー

で

し

た

。

で

す

の

で

、

写

真

を

売

っ

て

お

金

を

稼

ぐ

必

要

が

あ

り

ま

し

た

。

フ

ィ

ル

ム

代

と

か

も

か

か

り

ま

す

し

ね

。

そ

れ

で

、

撮

っ

た

写

真

を

通

信

社

に

買

っ

て

も

ら

っ

て

い

た

の

で

す

。

当

時

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

や

デ

ジ

カ

メ

の

メ

モ

リ

な

ど

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

ら

、

ネ

ガ

の

持

ち

込

み

で

し

た

が

」

 

水

間

「

そ

れ

で

、

売

れ

た

の

で

す

か

？

」

 

石

田

「

そ

れ

な

り

に

は

…
…

。

た

だ

、

通

信

社

か

ら

は

、

も

っ

と

刺

激

的

な

写

真

が

欲

し

い

と

言

わ

れ
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ま

し

て

ね

」

 

水

間

「

刺

激

的

、

と

い

う

の

は

？

」

 
石

田

「

一

言

で

言

え

ば

…
…

、

残

酷

で

凄

惨

な

写

真

で

す

。

そ

う

い

う

も

の

の

方

が

新

聞

社

な

ど

に

売

り

や

す

い

、

と

い

う

こ

と

な

ん

で

し

ょ

う

」

 

水

間

「

で

も

、

そ

れ

だ

と

報

道

と

い

う

こ

と

で

は

…

…

」

 

石

田

「

そ

う

で

す

…
…

。

で

す

が

、

お

金

を

稼

が

な

く

て

は

な

ら

な

か

っ

た

の

も

事

実

で

す

。

私

と

し

て

は

不

本

意

で

し

た

が

、

そ

う

い

う

写

真

も

た

く

さ

ん

撮

り

ま

し

た

」

 

水

間

「

…
…

そ

れ

が

、

展

示

会

で

外

し

た

写

真

だ

っ

た

と

？

」

 

石

田

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

。

皮

肉

な

も

の

だ

と

思

い

ま

す

…
…

。

私

は

戦

場

に

限

ら

ず

、

ど

う

い

う

被

写

体

を

選

ん

で

、

ど

う

撮

る

か

は

カ

メ

ラ

マ

ン

が

自

ら

決

め

る

も

の

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

で

す

か

ら

、

そ

れ

ら

の

写

真

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

っ

た

の

は

、

確

か

に

私

で

す

。

し

か

し

、

私

の

写

真

で

は

な

い

の

で

す

。

そ

う

思

っ

て

い

る

…
…

、

い
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や

、

そ

う

思

い

た

い

の

で

す

よ

。

逃

げ

て

い

る

と

言

わ

れ

れ

ば

、

そ

の

通

り

な

の

で

す

が

…
…

」

 
水

間

「
…

…

外

し

た

写

真

に

そ

う

い

う

理

由

が

あ

っ

た

の

で

す

ね

」

 

石

田

「

え

え

…
…

」
 

水

間

は

目

を

伏

せ

て

、

 

水

間

「

私

に

は

、

難

し

い

…
…

、

と

し

か

…
…

」

 

石

田

「

そ

う

で

す

よ

ね

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

店

員

１

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

出

入

り

口

の

ベ

ル

が
「

カ

ラ

カ

ラ

」
と

な

り

、

出

て

い

く

男

女

の

カ

ッ

プ

ル

。

 

テ

ー

ブ

ル

の

上

を

片

付

け

て

、

拭

い

て

い

る

店

員

２

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

石

田
「

と

こ

ろ

で

、
先

ほ

ど

水

間

さ

ん

は

、『

時

代

を

切

り

取

る

写

真

』

が

撮

り

た

い

と

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

ま

し

た

よ

ね

？

」

 

水

間

「

は

い

」

 

石

田

「

で

は

…
…

」
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コ

ー

ヒ

ー

ソ

ー

サ

ー

を

脇

に

よ

け

て

、

テ

ー

ブ

ル

の

上

で

、

両

手

の

親

指

と

人

差

し

指

で

水

平

に

四

角

を

作

る

石

田

。

そ

れ

を

上

に

動

か

し

な

が

ら

、

 

石

田

「

そ

の

『

時

代

を

切

り

取

る

写

真

』

の

…
…

」

 

石

田

、
片

方

の

手

を

外

し

、
テ

ー

ブ

ル

の

上

で

手

の

ひ

ら

を

回

す

よ

う

に

動

か

し

な

が

ら

、

 

石

田

「

切

り

取

っ

た

残

り

の

部

分

の

こ

と

…
…

」

 

石

田

、

水

間

を

見

な

が

ら

、

 

石

田

「

考

え

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

か

？

」

 

少

し

驚

く

水

間

。

 

水

間

「

え

っ

？

 

い

や

、

そ

ん

な

こ

と

は

考

え

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

が

…
…

」

 

両

手

を

戻

す

石

田

。

 

石

田

「

私

も

昔

は

深

く

考

え

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

…
…

。

で

す

が

、

戦

場

に

行

っ

て

、

そ

の

『

限

界

』

と

『

危

う

さ

』

を

知

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

」

 

水

間

「

…
…

先

ほ

ど

の

写

真

を

売

る

話

で

す

か

？

」

 

石

田

「

そ

れ

も

あ

り

ま

す

が

…
…

」
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石

田

、

ま

た

テ

ー

ブ

ル

の

上

で

手

の

ひ

ら

を

回

す

よ

う

に

動

か

し

な

が

ら

、

 
石

田

「

私

は

出

来

る

だ

け

多

く

の

こ

と

を

伝

え

よ

う

と

、

意

図

的

に

切

り

取

ら

な

い

よ

う

に

し

よ

う

と

考

え

て

い

ま

し

た

。

先

ほ

ど

の

戦

争

地

域

の

差

の

よ

う

な

も

の

で

す

ね
…

…

。

で

す

が

、

戦

場

で

起

き

て

い

る

こ

と

全

て

を

伝

え

る

の

は

不

可

能

で

す

。

何

百

人

の

カ

メ

ラ

マ

ン

が

何

万

枚

の

写

真

を

撮

っ

て

も

無

理

で

し

ょ

う

？

」

 

水

間

「

は

い

…
…

。

そ

う

で

す

ね

」

 

石

田

「

…
…

と

、

言

う

こ

と

は

、

ど

こ

か

を

切

り

取

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

つ

ま

り

、

全

て

を

伝

え

る

こ

と

に

『

限

界

』

を

感

じ

た

の

で

す

」

 

水

間

「

し

か

も

、

切

り

取

る

と

こ

ろ

に

も

注

文

が

つ

い

て

…
…

」

 

石

田

、

再

び

テ

ー

ブ

ル

の

上

で

手

を

組

み

、

 

石

田

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

」

 

水

間

「

…
…

」

 

水

間

、

身

を

前

に

傾

け

て

、

 

水

間
「

…
…

で

は

、
『

危

う

さ

』
と

い

う

の

は

、
ど

う
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い

う

こ

と

な

ん

で

す

か

？

」

 

石

田

「

水

間

さ

ん

は

…
…

」

 

石

田

、
右

手

を

ピ

ス

ト

ル

の

形

に

し

て

、
自

分

の

右

の

こ

め

か

み

を

当

て

て

、

 

石

田

「

こ

の

写

真

、

ご

存

知

で

す

か

？

」

 

ハ

ッ

と

す

る

水

間

。

 

水

間

「

知

っ

て

い

ま

す

…
…

。

言

い

方

は

別

と

し

て

有

名

で

す

し

、

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

の

写

真

集

は

持

っ

て

い

ま

す

の

で

…
…

」

 

石

田

「

…
…

で

し

た

ら

、

私

の

お

話

し

し

た

『

危

う

さ

』

の

意

味

、

分

か

り

ま

す

よ

ね

？

」

 

水

間

「

は

い

…
…

」

 

石

田

を

見

る

水

間

。

 

水

間

「

あ

の

写

真

で

撃

た

れ

た

人

は

、

服

装

だ

け

を

見

れ

ば

一

般

人

に

見

え

ま

す

が

、

撃

っ

た

側

へ

の

潜

入

者

の

可

能

性

が

高

く

、

捕

虜

と

し

て

拘

束

さ

れ

て

い

た

…
…

。

撃

っ

た

人

間

は

、

そ

れ

を

踏

ま

え

て

『

撃

た

れ

た

人

間

は

自

分

の

仲

間

を

た

く

さ

ん

殺

し

た

』

…
…

と

。

そ

し

て

、

そ

の

カ

メ

ラ

マ

ン

は

…
…

」
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石

田

、

水

間

の

話

を

遮

っ

て

、

 

石

田

「

撃

っ

た

側

の

人

生

も

奪

っ

て

し

ま

っ

た

…
…

で

す

ね

？

」

 
目

を

伏

せ

る

水

間

。

 

水

間

「

は

い

…
…

」
 

石

田

「

あ

の

写

真

だ

け

を

見

れ

ば

、

撃

っ

た

側

が

一

方

的

に

残

酷

な

こ

と

を

し

た

よ

う

に

見

え

ま

す

。

し

か

し

、

そ

こ

は

戦

場

で

す

。

私

た

ち

カ

メ

ラ

マ

ン

の

知

ら

な

い

と

こ

ろ

で

逆

の

こ

と

が

起

き

て

い

た

か

も

知

れ

ま

せ

ん

」

 

水

間

「

…
…

そ

う

で

す

ね

」

 

石

田

「

確

か

に

戦

争

の

悲

惨

さ

を

伝

え

る

の

に

は

十

分

過

ぎ

る

写

真

で

し

ょ

う

。

で

す

が

、

写

真

を

見

た

方

が

全

員

、

水

間

さ

ん

が

お

っ

し

ゃ

っ

た

こ

と

を

知

っ

て

い

る

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

水

間

「

え

え

…
…

」

 

石

田

「

あ

る

意

味

、

写

真

だ

け

が

一

人

歩

き

す

る

形

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

カ

メ

ラ

マ

ン

も

、

そ

れ

に

苛

ま

れ

て

い

た

よ

う

で

す

し

ね

」

 

水

間

、

石

田

を

見

て

、
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水

間

「

で

も

…
…

、

苛

ま

れ

る

よ

う

な

ら

何

か

で

き

る

こ

と

は

な

か

っ

た

ん

で

し

ょ

う

か

？

」

 
石

田

「

例

え

ば

？

」

 

水

間

「

撃

つ

の

を

止

め

る

と

か

…
…

」

 

石

田

「

そ

れ

は

で

き

ま

せ

ん

」

 

水

間

「

ど

う

し

て

で

す

か

？

 

報

道

は

当

事

者

に

は

な

ら

な

い

の

は

分

か

っ

て

い

ま

す

が

、

人

の

命

の

問

題

な

の

に

…
…

」

 

石

田

「

そ

れ

は

承

知

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

あ

く

ま

で

も

報

道

は

第

三

者

で

す

。

ど

ち

ら

に

も

付

く

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

水

間

「

…
…

」

 

石

田

「

も

し

、

相

手

側

に

肩

入

れ

す

れ

ば

、

信

頼

を

失

っ

て

、

協

力

が

得

ら

れ

な

く

な

り

ま

す

。

こ

ち

ら

側

に

何

か

を

し

て

、

そ

れ

が

取

り

返

し

の

つ

か

な

い

こ

と

に

な

っ

て

も

同

じ

こ

と

で

す

。

水

間

さ

ん

が

お

考

え

に

な

っ

て

い

る

よ

り

も

、

機

敏

な

話

な

の

で

す

。

特

に

人

の

命

に

関

わ

る

戦

場

と

言

う

の

は

…
…

」

 

水

間

「

…
…

」
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石

田

「

で

も

、

私

の

写

真

が

新

聞

に

載

る

と

、

一

般

の

方

か

ら

は

『

写

真

を

撮

っ

て

い

る

暇

が

あ

る

な

ら

、

助

け

ろ

』

と

お

叱

り

を

受

け

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

水

間

さ

ん

も

そ

う

い

う

ご

経

験

が

お

あ

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

」

 

水

間

「

話

に

は

聞

い

た

こ

と

は

あ

り

ま

す

が

、

今

の

と

こ

ろ

は

な

ん

と

か

…
…

。

た

だ

、

最

近

は

自

分

の

振

る

舞

い

が

ネ

ッ

ト

で

拡

散

さ

れ

る

こ

と

も

あ

る

の

で

、

強

引

な

や

り

方

と

か

は

し

な

い

よ

う

に

気

を

付

け

て

は

い

ま

す

」

 

石

田

「

そ

う

で

す

ね

」

 

水

間

「

そ

れ

に

…
…

、

戦

場

で

の

写

真

の

よ

う

な

こ

と

は

、

滅

多

に

あ

り

ま

せ

ん

か

ら

…
…

」

 

石

田

「

え

え

。

結

局

、

カ

メ

ラ

マ

ン

と

い

う

の

は

伝

え

る

こ

と

し

か

出

来

な

い

ん

で

す

。

そ

れ

を

保

身

や

言

い

訳

だ

と

捉

え

る

方

が

居

て

も

、

そ

れ

は

仕

方

が

な

い

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

飲

み

込

む

し

か

な

い

…
…

、

と

」

 

水

間

「

は

い

。

戦

場

で

、

と

い

う

の

は

実

際

に

行

っ

た

方

で

な

い

と

想

像

が

付

き

ま

せ

ん

し

…
…

」
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石

田

「

基

本

的

に

非

日

常

で

す

か

ら

ね

。

た

だ

、

今

の

自

分

た

ち

の

状

況

を

伝

え

て

欲

し

い

か

ら

撮

っ

て

く

れ

、

と

い

う

こ

と

も

あ

る

の

で

す

よ

。

も

ち

ろ

ん

詳

し

い

注

釈

な

ど

は

付

き

ま

せ

ん

か

ら

、

誤

解

を

招

く

恐

れ

は

あ

り

ま

す

。

で

す

が

、

そ

う

い

う

時

は

買

っ

て

も

ら

え

る

か

ど

う

か

に

関

わ

ら

ず

、

迷

わ

ず

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

り

ま

す

」

 

水

間

「

多

分

…
…

、

私

も

そ

う

す

る

と

思

い

ま

す

。

と

言

う

か

…
…

、

そ

う

出

来

た

ら

…
…

」

 

石

田

、

手

を

組

ん

で

、

 

石

田

「

で

す

が

、

最

近

の

戦

争

や

紛

争

の

報

道

を

見

て

い

る

と

、

違

和

感

を

感

じ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

ね

」

 

水

間

「

カ

メ

ラ

マ

ン

の

姿

勢

や

取

材

の

方

法

と

か

で

す

か

？

」

 

石

田

「

い

え

、

報

道

の

仕

方

で

す

」

 

水

間

「

そ

れ

は

？

」

 

石

田

「

こ

れ

は

私

の

個

人

的

な

意

見

で

す

が

、

ど

こ

か

で

そ

う

い

う

こ

と

が

起

こ

る

と

、
『

何

人

の

方

が

亡

く

な

っ

た

』

と

い

う

形

で

報

道

が

さ

れ

ま

す
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よ

ね

？

」

 

水

間

「

は

い

」

 
石

田

「

し

か

し

、

カ

メ

ラ

マ

ン

に

限

ら

ず

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

が

巻

き

込

ま

れ

る

と

名

前

や

所

属

・

経

歴

な

ど

が

報

道

さ

れ

ま

す

よ

ね

？

」

 

水

間

「

そ

ん

な

感

じ

で

す

ね

…
…

。

そ

れ

に

何

か

問

題

が

あ

る

と

思

わ

れ

て

い

る

の

で

す

か

？

」

 

石

田

「

え

え

。

片

方

は

詳

し

く

報

じ

て

い

る

の

に

、

も

う

一

方

は

『

数

』

だ

か

ら

で

す

。

人

の

命

に

変

わ

り

は

な

い

の

に

」

 

水

間

「

…
…

」

 

石

田

「

ど

う

い

っ

た

経

緯

で

そ

う

い

う

と

こ

ろ

で

取

材

を

す

る

こ

と

に

な

っ

た

の

か

、

私

は

存

じ

ま

せ

ん

。

そ

れ

に

、

お

話

し

し

て

い

る

よ

う

に

、

報

道

は

第

三

者

で

す

。

当

事

者

以

外

の

人

間

が

巻

き

込

ま

れ

た

か

ら

、

と

い

う

考

え

方

も

で

き

る

の

で

し

ょ

う

け

れ

ど

も

」

 

水

間

「

そ

う

で

す

ね

」

 

石

田

「

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

と

い

う

の

は

、

そ

う

い

う

『

数

』

の

部

分

に

も

目

を

向

け

て

、

取

材

す

る

も
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の

だ

と

私

は

思

っ

て

い

る

の

で

す

。

そ

の

撮

っ

て

欲

し

い

、

と

言

っ

て

い

る

方

た

ち

の

よ

う

な

」

 
水

間

「
…

…

」

 

石

田

「

た

だ

、

今

は

ス

マ

ホ

の

カ

メ

ラ

で

動

画

を

撮

っ

て

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

上

げ

る

よ

う

な

時

代

で

す

。

戦

場

カ

メ

ラ

マ

ン

の

存

在

意

義

も

薄

れ

て

き

て

い

る

感

じ

も

し

て

い

ま

す

」

 

水

間

「

テ

レ

ビ

の

報

道

で

も

そ

う

い

う

映

像

を

よ

く

見

ま

す

ね

」

 

石

田

「

え

え

。

し

か

し

、

今

で

も

戦

場

に

飛

び

込

む

カ

メ

ラ

マ

ン

は

い

ま

す

。

で

す

が

、

私

が

こ

ん

な

歳

に

な

っ

た

ら

…
…

」

 

石

田

、

目

を

伏

せ

て

、

 

石

田

「

そ

う

い

う

仕

事

は

…
…

、

無

く

な

る

と

思

っ

て

い

た

の

で

す

が

ね

…
…

」

 

水

間

「

…
…

」

 

石

田

、

片

手

を

首

に

回

し

て

、

 

石

田

「

い

や

ぁ

、

湿

っ

ぽ

い

話

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

ね

。

歳

を

取

る

と

説

教

臭

く

な

っ

て

し

ま

っ

て

」
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水

間

「

い

え

、

貴

重

な

お

話

を

し

て

下

さ

っ

て

」

 

石

田

「

別

に

戦

場

に

行

か

な

け

れ

ば

ピ

ュ

リ

ツ

ァ

ー

賞

が

取

れ

な

い

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

し

、

水

間

さ

ん

の

人

生

に

踏

み

込

む

つ

も

り

は

あ

り

ま

せ

ん

。

た

だ

、

そ

う

い

う

こ

と

が

あ

る

、

こ

う

い

う

考

え

方

が

あ

る

、

と

い

う

こ

と

だ

け

は

心

に

留

め

て

お

い

て

頂

き

た

い

の

で

す

」
 

水

間

「

は

い

」

 

石

田

「

じ

ゃ

あ

、

口

直

し

に

機

材

の

話

で

も

し

ま

し

ょ

う

か

。

最

近

の

カ

メ

ラ

は

覚

え

る

こ

と

が

多

く

っ

て

、

年

寄

り

に

は

ど

う

に

も

…
…

」

 

水

間

「

私

で

良

け

れ

ば

。

そ

の

代

わ

り

古

い

カ

メ

ラ

の

こ

と

を

教

え

て

頂

け

ま

せ

ん

か

？

 

メ

カ

部

分

の

多

い

カ

メ

ラ

、

好

き

な

ん

で

す

」

 

 

○

同

・

外

観

（

同

）

 

日

が

暮

れ

よ

う

と

し

て

い

る

中

、

窓

越

し

に

談

笑

し

て

い

る

水

間

と

石

田

。

 

 

○

水

間

の

自

宅

へ

向

か

う

道

（

同

日

・

夜

）
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歩

い

て

い

る

水

間

、

立

ち

止

ま

っ

て

空

を

見

上

げ

る

。

 
水

間

「
…

…

」

 
再

び

歩

き

出

す

水

間

。

 

 

○

水

間

の

自

宅

・

玄

関

（

同

日

・

夜

）

 

玄

関

の

ド

ア

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

水

間

。

 

水

間

「

た

だ

い

ま

」

 

玄

関

に

来

る

里

美

。

 

里

美
「

孝

さ

ん

、
お

帰

り

な

さ

い

。
遅

か

っ

た

の

ね

。

何

か

あ

っ

た

の

？

」

 

水

間

、

小

声

で

、

 

水

間

「

展

示

会

の

先

生

と

話

し

を

し

て

た

ん

だ

」

 

里

美

、

声

を

弾

ま

せ

て

、

 

里

美

「

良

か

っ

た

じ

ゃ

な

い

！

 

タ

メ

に

な

る

話

は

聞

け

た

の

？

」

 

水

間

「

あ

あ

…
…

」

 

里

美

「

…
…

あ

ん

ま

り

嬉

し

そ

う

じ

ゃ

な

い

み

た

い

だ

け

ど

」

 

水

間

「

そ

う

で

も

な

い

よ

」
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里

美

「

ご

飯

は

？

」

 

水

間

「

ま

だ

。

そ

っ

ち

は

？

」

 
里

美

「

私

と

蓮

は

先

に

食

べ

ち

ゃ

っ

た

け

ど

…
…

」

 

水

間
「

じ

ゃ

あ

、
俺

の

分

だ

け

置

い

て

お

い

て

く

れ

。

温

め

て

食

べ

る

か

ら

」

 

里

美

「

分

か

っ

た

わ

」
 

階

段

を

上

が

っ

て

自

分

の

部

屋

へ

向

か

う

水

間

。

 

里

美

「

…
…

」

 

部

屋

の

ド

ア

を

開

け

て

、

デ

シ

ケ

ー

タ

ー

を

見

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

た

め

息

を

つ

き

、
両

手

を

首

の

後

で

組

ん

で

、

椅

子

に

寄

り

か

か

り

な

が

ら

、

デ

シ

ケ

ー

タ

ー

を

見

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

 

○

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

・

外

観

（

昼

）

 

三

階

建

て

の

雑

居

ビ

ル

。
三

台

分

の

駐

車

場

。 

運

転

席
・
助

手

席

の

両

方

の

ド

ア

に
「

毎

朝

新
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聞

」

の

文

字

が

入

っ

た

車

が

一

台

。

 

ビ

ル

入

り

口

の

案

内

板

に

「

３

Ｆ

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

」

の

プ

レ

ー

ト

。

 

 

○

同

・

入

り

口

前

（

同

）

 

磨

り

ガ

ラ

ス

の

扉

に

「

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

」

の

文

字

。

 

 

○

同

・

部

屋

（

同

）

 

壁

を

背

に

し

て

、
支

局

長

の

小

川

康

二
（

４

７

）

の

机

。

小

川

の

前

に

向

か

い

合

わ

せ

で

一

列

の

机

。
水

間

と

木

村

浩

人
（

３

５

）
は

横

隣

り

。

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

操

作

し

て

い

る

三

人

。

 

椅

子

に

ス

テ

ン

カ

ラ

ー

の

コ

ー

ト

を

か

け

て

い

て

い

る

水

間

と

木

村

。

資

料

や

書

類

が

う

ず

高

く

積

ま

れ

て

い

る

机

。

 

手

の

動

き

が

遅

い

水

間

。

 

木

村

、

そ

れ

を

見

て

、

 

木

村
「

ど

う

し

た

水

間

？

 

調

子

で

も

悪

い

の

か

？

」 

水

間

、

木

村

の

方

を

向

い

て

、
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水

間

「

木

村

さ

ん

…
…

。

い

や

、

大

丈

夫

で

す

け

ど

…
…

。

何

か

変

な

風

に

見

え

ま

し

た

か

？

」

 
木

村

「

変

っ

て

訳

じ

ゃ

な

い

ん

だ

が

、

最

近

、

暗

い

と

言

う

か

何

と

言

う

か

…
…

。

イ

ヤ

な

こ

と

で

も

あ

っ

た

の

か

？

」
 

水

間

「

そ

う

い

う

訳

で

は

な

い

で

す

け

ど

…
…

」

 

木

村

、

水

間

の

背

中

を

叩

い

て

、

 

木

村

「

問

題

な

き

ゃ

い

い

よ

。

と

り

あ

え

ず

は

ネ

タ

探

し

だ

。

役

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

と

か

で

、

市

の

イ

ベ

ン

ト

と

か

を

確

認

し

て

み

る

か

。

い

い

ネ

タ

見

つ

け

た

ら

教

え

て

く

れ

よ

」

 

水

間

「

は

い

」

 

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

操

作

す

る

三

人

。

 

 

○

桐

山

市

警

察

署

前

（

同

）

 

警

察

署

の

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

か

ら

飛

び

出

し

て

く

る

高

石

研

一
（

３

０

）
と

数

名

の

記

者

。
ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

て

、

木

村

に

電

話

を

か

け

る

高

石

。

呼

び

出

し

音

が

鳴

る

。
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○

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

・

部

屋

（

同

）

 

木

村

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。
「

高

石

」

の

表

示

。

電

話

を

取

る

木

村

。

 

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

始

め

）

 

木

村

「

高

石

か

？

 
何

か

、

あ

…
…

」

 

高

石

、

木

村

の

言

葉

を

遮

っ

て

、

 

高

石

（

声

）
「

桐

山

駅

前

で

通

り

魔

で

す

！

」

 

木

村

「

通

り

魔

⁉︎

」

 

木

村

を

見

る

水

間

と

小

川

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

高

石

「

そ

う

で

す

！

 

刃

物

を

持

っ

た

奴

が

暴

れ

た

と

の

こ

と

で

す

」

 

木

村

（

声

）
「

犯

人

は

？

」

 

高

石

「

そ

の

場

か

ら

逃

げ

た

み

た

い

で

す

。

警

察

が

追

っ

て

ま

す

。

ま

だ

捕

ま

っ

て

い

ま

せ

ん

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

木

村
「

分

か

っ

た

。
で

、
ど

っ

ち

に

行

け

ば

い

い

？

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

高

石

は

メ

モ

を

見

て

、
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高

石

「

に

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

高

石

（

声

）
「

し

ぐ

ち

で

す

！

」

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

終

わ

り

）

 

 

電

話

を

切

る

木

村

。

 

小

川

、

木

村

を

見

て

、
 

小

川

「

木

村

、

犯

人

は

ど

う

な

っ

て

い

る

と

言

っ

て

い

た

？

」

 

木

村

「

ま

だ

捕

ま

っ

て

い

な

い

そ

う

で

す

」
 

小

川

「

分

か

っ

た

。

水

間

と

二

人

で

頼

む

」

 

木

村

「

は

い

」

 

水

間

「

は

い

」

 

木

村

「

支

局

長

。

車

、

使

い

ま

す

」

 

小

川

「

あ

あ

。

犯

人

の

こ

と

も

あ

る

。

気

を

付

け

て

取

材

し

て

く

れ

」

 

水

間

・

木

村

「

は

い

」

 

椅

子

に

か

け

て

あ

っ

た

ス

テ

ン

カ

ラ

ー

の

コ

ー

ト

と

机

の

横

に

置

い

て

あ

っ

た

リ

ュ

ッ

ク

を

持

つ

水

間

と

木

村

。
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部

屋

を

出

て

階

段

を

駆

け

降

り

る

二

人

。

 

 
○

桐

山

駅
 

西

口

（

同

）

 
桐

山

駅

西

口

前

の

ロ

ー

タ

リ

ー

。

 

救

急

車

と

パ

ト

カ

ー

。

救

急

隊

員

に

手

当

さ

れ

て

い

る

怪

我

人

と

、

そ

れ

を

見

て

い

る

通

行

人

。

 

近

づ

い

て

く

る

毎

朝

新

聞

の

車

。

運

転

席

に

木

村

、

助

手

席

に

水

間

。

 

木

村

「

お

前

は

先

に

降

り

ろ

。

俺

は

ど

こ

か

に

車

を

止

め

て

か

ら

来

る

」

 

水

間

「

分

か

り

ま

し

た

」

 

車

を

降

り

、
ガ

ー

ド

レ

ー

ル

を

跨

い

で

、
歩

道

に

入

る

水

間

。
辺

り

を

見

ま

わ

し

、
怪

我

人

が

い

る

場

所

を

把

握

す

る

。

 

水

間

「

…
…

」

 

「

西

口

」

と

書

い

て

あ

る

階

段

に

向

か

う

水

間

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

階

段

を

登

り

切

っ

て

身

を

乗

り

出

し

、

現

場
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の

様

子

を

撮

影

す

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

一

人

の

怪

我

人

を

見

る

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

見

た

怪

我

人

の

後

ろ

側

に

移

動

し

、

カ

メ

ラ

を

構

え

る

水

間

。
 

怪

訝

そ

う

な

顔

で

水

間

を

見

る

一

人

の

通

行

人

。

 

そ

れ

に

気

づ

く

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

数

枚

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

る

水

間

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

別

の

怪

我

人

の

血

痕

が

残

っ

て

い

る

歩

道

の

写

真

を

撮

ろ

う

と

す

る

水

間

。

 

怪

訝

そ

う

な

顔

で

水

間

を

見

る

別

の

一

人

の

通

行

人

。

 

そ

れ

に

気

づ

く

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

数

枚

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

る

水

間

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
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救

急

車

に

乗

せ

ら

れ

る

怪

我

人

を

撮

る

水

間

。 

 
○

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

・

部

屋

（

同

・

夕

方

）

 
支

局

に

帰

っ

て

く

る

水

間

と

木

村

。

 

木

村

「

戻

り

ま

し

た

」

 

小

川

、

席

を

外

し

て

い

る

。

 

水

間

「

支

局

長

…
…

、

居

ま

せ

ん

ね

」

 

木

村

「

あ

あ

。

で

も

、

作

業

は

始

め

る

ぞ

」

 

水

間

「

は

い

」

 

机

の

上

で

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

開

く

水

間

と

木

村

。 

カ

メ

ラ

か

ら

Ｓ

Ｄ

カ

ー

ド

を

取

り

出

し

、

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

に

入

れ

て

、
デ

ー

タ

を

移

す

水

間

。 

メ

モ

を

見

な

が

ら

、

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

に

記

事

を

打

ち

込

む

木

村

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

作

業

を

終

え

て

、

た

め

息

を

付

く

水

間

。

 

水

間

、

木

村

の

方

を

見

て

、

 

水

間

「

…
…

木

村

さ

ん

」

 

木

村

、

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

の

画

面

を

見

た

ま

ま

、

 

木

村

「

ど

う

し

た

？

」
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水

間

「

…
…

ど

の

写

真

が

、

使

わ

れ

る

ん

で

し

ょ

う

ね
…

…

」

 
木

村

「

支

局

長

が

何

枚

か

選

ん

で

、

上

に

送

る

ん

だ

ろ

う

。

い

つ

も

の

通

り

だ

よ

。

何

で

い

ま

さ

ら

そ

ん

な

こ

と

聞

く

ん

だ

？

 

何

か

問

題

で

も

あ

る

の

か

？

」

 

水

間

「

い

え

、

出

来

れ

ば

現

場

の

様

子

が

く

ま

な

く

分

か

る

写

真

を

選

ん

で

欲

し

い

と

思

っ

て

…
…

」 

木

村

、

水

間

を

見

て

、

 

木

村

「

お

前

、

そ

う

い

う

写

真

も

撮

っ

て

き

た

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

？

 

そ

れ

に

紙

面

の

都

合

も

あ

る

。

他

に

大

き

な

こ

と

が

な

け

り

ゃ

あ

、

一

面

と

社

会

面

の

両

方

に

載

る

か

も

知

れ

な

い

。

そ

う

な

れ

ば

写

真

は

…
…

」

 

木

村

、

手

を

見

て

指

を

折

り

な

が

ら

、

 

木

村

「

一

枚

か

、

二

枚

か

、

三

枚

か

。

オ

レ

に

は

分

か

ら

ん

よ

。

た

だ

、

そ

う

な

れ

ば

記

事

の

量

は

多

く

な

る

。

こ

っ

ち

は

そ

の

分

、

書

い

て

お

か

な

き

ゃ

い

け

な

い

か

ら

な

」

 

水

間

「

そ

う

…
…

、

で

す

よ

ね

」
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小

川

「

お

前

が

ど

う

思

っ

て

い

る

の

か

は

知

ら

な

い

が

、

オ

レ

た

ち

は

両

手

の

届

く

範

囲

で

ベ

ス

ト

を

尽

く

す

だ

け

だ

。

そ

う

だ

ろ

？

」

 

水

間

「

は

い
…

…

」

 

再

び

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

に

向

か

っ

て

記

事

を

書

き

始

め

る

木

村

。
 

部

屋

に

入

っ

て

く

る

小

川

。

 

小

川

「

二

人

と

も

、

戻

っ

て

来

て

た

か

」

 

水

間

「

は

い

」

 

小

川

、

水

間

を

見

て

、

 

小

川

「

写

真

の

方

は

？

」

 

水

間

「

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

に

入

れ

て

あ

り

ま

す

」

 

小

川

、

木

村

を

見

て

、

 

小

川

「

木

村

の

方

は

？

」

 

木

村

、

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

の

画

面

を

見

た

ま

ま

、

 

木

村

「

ま

だ

、

途

中

で

す

」

 

小

川

「

明

日

の

朝

刊

合

わ

せ

で

行

く

か

ら

、

出

来

る

だ

け

早

く

頼

む

。

後

、

警

察

の

捜

査

状

況

も

入

れ

た

い

。

高

石

と

連

絡

を

取

っ

て

や

っ

て

く

れ

」

 

木

村

「

分

か

り

ま

し

た

」
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小

川

「

写

真

は

今

か

ら

見

る

か

ら

、

水

間

は

一

旦

、

上

が

っ

て

い

い

。

何

か

あ

れ

ば

連

絡

す

る

」

 
水

間

「

は

い

」

 
水

間

、

小

川

に

頭

を

下

げ

て

、

 

水

間

「

で

は

失

礼

し

ま

す

」

 

水

間

、
自

分

の

荷

物

を

持

っ

て

、
木

村

の

横

か

ら

、

 

水

間

「

木

村

さ

ん

、

お

先

に

失

礼

し

ま

す

」

 

木

村

、

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

の

画

面

を

見

た

ま

ま

、

 

木

村

「

お

う

。

気

を

付

け

て

な

」

 

 

○

水

間

の

自

宅

へ

の

帰

り

道

（

同

・

夕

方

）

 

道

か

ら

家

に

入

ろ

う

と

す

る

水

間

。

 

ス

ー

パ

ー

の

袋

を

持

っ

た

隣

人

の

堀

田

弘

子

（

３

５

）
と

長

女

の

紗

奈
（

８

）
に

気

づ

く

。

 

水

間

を

一

瞥

し

て

自

宅

に

入

っ

て

行

く

二

人

。 

水

間

「

…
…

」

 

 

○

水

間

の

自

宅

・

玄

関

（

同

）

 

家

の

玄

関

ド

ア

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

水

間

。 
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水

間

「

た

だ

い

ま

」

 

玄

関

に

歩

い

て

く

る

里

美

。

 
里

美

「

お

帰

り

な

さ

い

」

 
里

美

、

靴

を

脱

ご

う

と

す

る

水

間

に

、

 

里

美

「

大

丈

夫

だ

っ

た

の

？

」

 

水

間

「

何

が

？

」

 

里

美

「

駅

前

で

通

り

魔

だ

っ

て
…

…

、

テ

レ

ビ

で

や

っ

て

た

け

ど

…
…

」

 

水

間

「

あ

あ

、

現

場

に

行

っ

た

よ

。

も

ち

ろ

ん

気

を

つ

け

て

ね

。

後

は

別

の

人

が

や

っ

て

く

れ

て

る

か

ら

」

 

里

美

「

そ

う

」

 

靴

を

脱

ぐ

水

間

。

 

振

り

向

い

て

家

の

中

に

歩

い

て

行

こ

う

と

す

る

里

美

に

、

 

水

間

「

と

こ

ろ

で

、

里

美

」

 

里

美

、

振

り

返

っ

て

水

間

を

見

る

。

 

水

間

「

堀

田

さ

ん

と

何

か

あ

っ

た

の

か

？

」

 

里

美

「

堀

田

さ

ん

っ

て

…
…

、

お

隣

の

？

」

 

水

間

「

あ

あ

」
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里

美

、

ア

ゴ

に

手

を

や

っ

て

、

 

里

美

「

何

か

あ

っ

た

の

か

っ

て

言

わ

れ

て

も

…
…

」

 

里

美

、

ア

ゴ

か

ら

手

を

離

し

、

水

間

を

見

て

、
 

里

美

「

特

に

何

も

な

い

わ

よ

。

気

に

な

る

こ

と

で

も

あ

る

の

？

」

 

水

間

「

い

や

、

さ

っ

き

家

の

前

で

見

か

け

た

け

ど

、

何

か

よ

そ

よ

そ

し

く

て

ね

」

 

里

美

「

そ

の

辺

は

よ

く

分

か

ら

な

い

わ

」

 

水

間

「

小

さ

い

女

の

子

が

一

緒

だ

っ

た

け

ど
…

…

」

 

里

美

「

多

分

、

娘

さ

ん

だ

と

思

う

わ

。

紗

奈

ち

ゃ

ん
…

…

、

っ

て

言

っ

た

か

な

」

 

水

間

「

蓮

と

遊

ん

で

た

り

し

て

る

の

か

？

」

 

里

美

「

あ

ま

り

聞

か

な

い

わ

。

確

か

向

こ

う

が

一

つ

上

だ

っ

た

か

ら

、

蓮

も

気

が

引

け

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

し

ら

…
…

。

け

ど

、

い

き

な

り

ピ

ン

ポ

ン

鳴

ら

し

て

、『

遊

び

ま

し

ょ

う

』
っ

て

言

う

の

も

何

か

変

で

し

ょ

？

」

 

水

間

「

そ

り

ゃ

ま

あ

、

そ

う

だ

け

ど

…
…

」

 

里

美

「

蓮

が

高

学

年

に

な

っ

て

、

子

供

会

の

役

員

と



フィクション劇場 第二十八話「カメラマン」 

 44 

か

で

一

緒

に

な

れ

ば

、

向

こ

う

の

お

母

さ

ん

と

話

す

こ

と

も

あ

る

か

も

知

れ

な

い

け

ど

…
…

。

そ

ん

な

に

気

に

な

る

な

ら

、

蓮

に

聞

い

て

み

る

？

」

 

水

間

「

い

や

、

い

い

。

も

し

見

か

け

た

ら

、

軽

く

声

が

け

で

も

し

て

く

れ

。

出

来

る

範

囲

で

い

い

か

ら

」 

里

美

「

…
…

分

か

っ

た

わ

」

 

 

○

毎

朝

新

聞

 

桐

山

支

局

・

部

屋

（

数

日

後

・

朝

）

 

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

操

作

し

て

い

る

水

間

、
木

村

、

小

川

。

 

木

村

、

水

間

を

見

て

、

小

声

で

、

 

木

村

「

水

間

。

お

前

、

相

変

わ

ら

ず

元

気

な

い

な

。

こ

の

前

載

っ

た

通

り

魔

の

写

真

、

い

ま

い

ち

だ

っ

た

の

か

？

」

 

木

村

を

見

る

水

間

。

小

声

で

、

 

水

間

「

そ

う

い

う

訳

で

は

な

い

の

で

す

が

…
…

」

 

再

び

、

木

村

。

小

声

で

、

 

木

村

「

そ

ん

な

に

も

や

も

や

す

る

な

ら

、

次

か

ら

、

支

局

長

に

話

し

て

み

た

ら

ど

う

だ

？

 

選

ば

せ

て

下

さ

い

っ

て

…
…

。

け

ど

、

こ

こ

で

あ

ん

な

事
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件

が

起

こ

る

こ

と

は

滅

多

に

な

い

け

ど

な

」

 

水

間

「

…
…

」

 

木

村

、

手

を

首

の

後

に

回

し

な

が

ら

椅

子

に

も

た

れ

て

、

 

木

村

「

ま

あ

、

オ

レ

た

ち

が

こ

こ

に

居

る

っ

て

こ

と

は

、

世

の

中

、

平

和

だ

っ

て

こ

と

だ

。

悪

く

な

い

よ

」

 

小

川

、

木

村

を

見

て

、

 

小

川

「

お

い

、

木

村

。

お

前

が

こ

こ

に

居

る

っ

て

こ

と

は

、

仕

事

を

し

て

な

い

っ

て

こ

と

だ

ぞ

？

 

ネ

タ

を

探

し

て

取

材

に

行

っ

て

こ

い

！

」

 

木

村

、

手

を

解

い

て

、

 

木

村

「

で

も

、

支

局

長

。

最

近

は

イ

ベ

ン

ト

と

か

に

ア

ポ

を

取

ろ

う

と

し

て

も

、

断

ら

れ

る

こ

と

が

多

く

っ

て

…
…

」

 

小

川

「

そ

う

い

う

単

発

の

じ

ゃ

な

く

て

、

二

、

三

ヶ

月

か

け

て

取

材

す

る

よ

う

な

ネ

タ

も

考

え

て

み

ろ

。

そ

う

す

り

ゃ

、

夕

刊

一

面

か

連

載

が

取

れ

る

か

も

知

れ

ん

」

 

木

村

「

は

〜

い

」
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ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

操

作

し

て

い

る

三

人

。

 

 
○

同

（

同

・

夕

方

）

 
部

屋

の

窓

か

ら

差

し

込

む

夕

陽

。

 

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

を

操

作

し

て

い

る

水

間

と

木

村

。

ア

ポ

を

取

ろ

う

と

、
電

話

を

し

て

い

る

木

村

。 

木

村

「

は

い

。

お

手

間

を

お

か

け

し

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

ま

た

、

機

会

が

あ

れ

ば

是

非

。

は

い

。

失

礼

し

ま

す

」

 

木

村

、

電

話

を

切

る

。

 

木

村

「

今

日

も

空

振

り

か

ぁ

〜

。

新

聞

で

ネ

タ

を

探

し

て

み

よ

う

か

な

〜

」

 

小

川

、

木

村

を

見

て

、

 

小

川

「

バ

カ

な

こ

と

を

言

う

な

。

オ

レ

た

ち

は

ネ

タ

を

書

く

側

だ

ぞ

？

」

 

木

村

「

冗

談

で

す

よ

、

支

局

長

」

 

小

川

「

…
…

っ

た

く

。

特

に

用

事

が

無

け

れ

ば

、

二

人

と

も

そ

ろ

そ

ろ

上

が

っ

て

も

い

い

ぞ

」

 

水

間

・

木

村

「

は

い

」

 

木

村

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。
「

高

石

」

の

表

示

。 
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ス

マ

ホ

を

取

る

木

村

。

 

木

村

「

高

石

？

 

事

件

か

？

」

 
高

石

（

声

）
「

木

村

さ

ん

で

す

か

？

 

火

災

で

す

！

」 

木

村

「

火

災

⁉︎

」

 

木

村

を

見

る

水

間

と

小

川

。

 

木

村

「

場

所

は

！

」

 

高

石

（

声

）
「

王

寺

町

で

す

！

」

 

木

村

「

王

寺

町

？

」

 

水

間

を

見

る

木

村

、

木

村

を

見

る

水

間

。

 

木

村

「

王

寺

町

っ

て

、

お

前

…
…

」

 

水

間

「

す

い

ま

せ

ん

！

」

 

木

村

の

ス

マ

ホ

を

引

っ

た

く

り

、

立

ち

上

が

る

水

間

。

 

水

間

「

水

間

だ

！

 

王

寺

町

の

ど

こ

だ

⁉︎

」

 

高

石
（

声

）
「

火

元

は

分

か

り

ま

せ

ん

。
た

だ

、
か

な

り

燃

え

広

が

っ

て

い

る

よ

う

で

す

」

 

水

間

「

…
…

」

 

水

間

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。
「

里

美

」

の

表

示

。 

木

村

の

ス

マ

ホ

を

置

い

て

、

電

話

を

取

る

水

間

。

 



フィクション劇場 第二十八話「カメラマン」 

 48 

水

間

「

も

し

も

し

、

里

美

か

？

 

今

、

そ

っ

ち

の

方

で

火

事

が

…
…

」

 

里

美

の

声

が

遮

っ

て

、

 

里

美

（

声

）
「

ご

ほ

っ

、

ご

ほ

っ

。

そ

う

…
…

な

の

。

ご

ほ

っ

」

 

水

間

「

大

丈

夫

か

⁉︎

 
今

、

ど

こ

だ

⁉︎

」

 

里

美

（

声

）
「

家

の

…
…

外

。
…

…

ご

ほ

っ

」

 

水

間

「

蓮

は

⁉︎

」

 

里

美
（

声

）「

一

緒

に

…
…

ご

ほ

っ

、
い

る

…
…

ご

ほ

っ

…
…

わ

」

 

水

間

「

様

子

は

ど

う

な

ん

だ

⁉︎

」

 

里

美
（

声

）
「

今

の

と

こ

ろ

は

…
…

、
ご

ほ

っ

、

ち

ょ

っ

と

煙

を

…
…

、

吸

っ

た

み

た

い

だ

け

ど

…
…

、

大

丈

夫

…
…

、

ご

ほ

っ

、

ご

ほ

っ

…

、

み

た

い

」 

水

間

「

と

に

か

く

、

家

か

ら

離

れ

て

く

れ

！

 

煙

の

こ

な

い

と

こ

ろ

で

待

っ

て

る

ん

だ

！

 

す

ぐ

行

く

！

」

 

水

間

、

電

話

を

切

り

、

支

局

長

を

見

て

、

 

水

間

「

支

局

長

！

」

 

小

川

「

行

っ

て

こ

い

」
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水

間

、

木

村

を

見

て

、

 

水

間

「

車

、

頼

み

ま

す

！

」

 
木

村

「

あ

あ

」

 

小

川

「

十

分

気

を

つ

け

る

ん

だ

ぞ

」

 

水

間

・

木

村

「

は

い

！

」

 

荷

物

を

持

っ

て

階

段

を

駆

け

降

り

る

水

間

と

木

村

。

 

 

○

車

内

（

同

日

・

夜

）

 

運

転

し

て

い

る

木

村

。

助

手

席

で

手

を

組

む

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

 

○

水

間

の

自

宅

か

ら

少

し

離

れ

た

道

路
（

同

日
・
夜

）

 

警

察

の

規

制

線

。

警

察

官

が

一

人

。

 

そ

れ

を

見

て

、

車

を

止

め

る

木

村

。

 

木

村

「

水

間

、

こ

れ

以

上

は

…
…

」

 

助

手

席

か

ら

飛

び

出

す

水

間

。

 

木

村

「

お

い

、

水

間

！

」

 

規

制

線

を

潜

っ

て

、
自

宅

に

向

か

う

水

間

。
警
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察

官

、

水

間

を

見

て

、

 

警

察

官

「

君

！

」

 

振

り

返

る

水

間

。

 

水

間

「

毎

朝

新

聞

の

者

で

す

！

」

 

警

察

官

「

取

材

で

も

こ

れ

以

上

は

ダ

メ

だ

！

」

 

警

察

官

の

静

止

を

振

り

切

っ

て

、

自

宅

へ

走

っ

て

行

く

水

間

。

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

○

水

間

の

自

宅

へ

向

か

う

道

（

同

）

 

座

っ

て

い

る

怪

我

人

を

手

当

し

て

い

る

救

急

隊

員

。

 

見

て

い

る

通

行

人

。

 

そ

れ

を

見

な

が

ら

走

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

頭

を

押

さ

え

て

立

っ

て

い

る

別

の

怪

我

人

を

手

当

し

て

い

る

別

の

救

急

隊

員

。

 

見

て

い

る

通

行

人

と

肩

が

ぶ

つ

か

る

水

間

。

 

水

間

「

す

い

ま

せ

ん

！

」

 

自

宅

へ

走

っ

て

行

く

水

間

。

 



フィクション劇場 第二十八話「カメラマン」 

 51 

 

○

水

間

の

自

宅

・

外

（

同

）

 

自

宅

前

の

道

路

に

、

体

を

横

た

え

て

い

る

里

美

と

蓮

。

 

二

人

に

駆

け

寄

り

、

里

美

の

両

肩

を

持

っ

て

揺

ら

す

水

間

。
 

水

間

「

大

丈

夫

か

⁉︎

」

 

里

美

「

私

た

ち

は

…
…

、

ご

ほ

っ
…

…

、

大

丈

夫

…

…

。

で

も

…
…

」

 

里

美

、

堀

田

の

自

宅

を

指

差

し

て

、
 

里

美

「

ほ

、

堀

田

さ

ん

が

…
…

」

 

堀

田

の

自

宅

を

見

る

水

間

。

 

玄

関

口

で

炎

と

煙

で

外

に

出

ら

れ

な

い

堀

田

弘

子

と

紗

奈

。

弘

子

は

紗

奈

を

炎

と

煙

か

ら

庇

っ

て

い

る

。

 

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

始

め

）

 

弘

子

と

紗

奈

を

見

る

水

間

。

 

弘

子

「

助

け

て

下

さ

い

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
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カ

メ

ラ

に

両

手

を

か

け

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

里

美

「

孝

さ

ん

、

助

け

て

あ

げ

て

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

里

美

を

見

る

水

間

。

 

カ

メ

ラ

を

握

り

し

め

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

弘

子

「

お

願

い

！

 

助

け

て

下

さ

い

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

震

え

る

手

で

カ

メ

ラ

を

構

え

よ

う

と

す

る

水

間

。

 

水

間

「

…
…

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

里

美

「

孝

さ

ん

、

何

を

し

て

い

る

の

⁉︎

 

助

け

て

あ

げ

て

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

水

間

、

強

く

目

を

閉

じ

る

。

 

水

間

「

…
…

」
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X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

里

美

「

孝

さ

ん

！

」

 

X
 

 
 

 
 

X
 

 
 

 
 

X
 

水

間

「

…
…

」
 

水

間

、

目

を

見

開

く

。

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

終

わ

り

）

 

（

ブ

ラ

ッ

ク

ア

ウ

ト

）

 

 

○

水

間

の

建

替

え

後

の

自

宅

（

半

年

後

・

朝

）

 

玄

関

ド

ア

を

開

け

て

、

外

に

出

て

く

る

ス

ー

ツ

姿

で

カ

バ

ン

を

持

っ

た

水

間

。

そ

の

後

に

続

く

里

美

と

蓮

。

 

少

し

遅

れ

て

、

堀

田

弘

子

と

紗

奈

が

ゴ

ミ

出

し

で

出

て

く

る

。

 

紗

奈

、

水

間

を

見

つ

け

て

、

 

紗

奈

「

お

じ

ち

ゃ

ん

！

」

 

水

間

に

向

か

っ

て

、

と

て

と

て

と

走

っ

て

く

る

紗

奈

。

 

水

間

、

し

ゃ

が

ん

で

、

 

水

間

「

ど

う

し

た

？

 

紗

奈

ち

ゃ

ん

」
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紗

奈

、

笑

顔

で

、

 

紗

奈

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

！

」

 

水

間

、
紗

奈

の

頭

の

上

で

手

を

止

め

、
弘

子

の

方

を

見

る

。

 

笑

顔

で

軽

く

頷

く

弘

子

。

 

水

間

、

紗

奈

の

頭

を

撫

で

な

が

ら

、

 

水

間

「

行

っ

て

来

る

よ

」

 

と

て

と

て

と

弘

子

の

方

に

戻

っ

て

行

く

紗

奈

。 

蓮

、

水

間

の

後

か

ら

、

 

蓮

（

声

）
「

お

父

さ

ん

、

ズ

ル

い

！

」

 

振

り

向

く

水

間

。

 

蓮

「

僕

に

も

し

て

！

」

 

水

間

に

近

寄

っ

て

く

る

蓮

。

 

し

ゃ

が

ん

だ

ま

ま

、

蓮

の

頭

を

ポ

ン

ポ

ン

す

る

水

間

。

 

蓮

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

！

」

 

水

間

「

行

っ

て

く

る

よ

、

蓮

」

 

里

美

「

蓮

、

学

校

に

行

く

準

備

を

し

て

来

な

さ

い

」

 

蓮

「

う

ん

！

」

 

蓮

を

目

で

追

う

水

間

。
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水

間

、

立

っ

て

里

美

の

方

を

向

い

て

、

 

里

美

「

…
…

孝

さ

ん

、

ホ

ン

ト

に

い

い

の

？

」

 

水

間

、

建

て

替

え

ら

れ

た

自

宅

を

見

て

、

 

水

間

「

あ

あ

。

保

険

で

建

て

替

え

ら

れ

た

と

は

言

え

…
…

」

 水

間

、

里

美

を

見

て

、

 

水

間

「

前

の

家

の

ロ

ー

ン

が

、

ま

だ

残

っ

て

い

る

か

ら

な

」

 

里

美

「

…
…

」

 

水

間

「

メ

ン

テ

で

ウ

チ

に

出

入

り

し

て

い

た

人

か

ら

誘

わ

れ

て

ね

。

カ

メ

ラ

に

詳

し

い

か

ら

、

こ

っ

ち

で

働

か

な

い

か

っ

て

」

 

里

美

「

…
…

」

 

水

間

「

給

料

も

良

か

っ

た

し

、

時

間

も

き

っ

ち

り

し

て

る

。

蓮

と

も

遊

ん

で

や

れ

る

し

な

…
…

。

そ

れ

に

…
…

」

 

水

間

、

肩

を

す

く

め

て

、

 

水

間
「
『

荒

っ

ぽ

い

使

い

方

を

す

る

人

の

意

見

も

聞

き

た

い

』

っ

て

さ

」

 

里

美

「

で

も

…
…

、

な

ん

と

か

っ

て

い

う

賞

を

取

り
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た

い

っ

て

…
…

」

 

水

間

「

は

は

は

。

あ

れ

は

小

さ

い

頃

、

宇

宙

飛

行

士

に

な

り

た

い

と

か

、

そ

う

い

う

感

じ

の

や

つ

だ

よ

」 

里

美

「

…
…

」
 

水

間

「

で

も

、

写

真

を

撮

る

の

は

や

め

な

い

よ

。

里

美

や

蓮

の

写

真

を

い

っ

ぱ

い

撮

る

。

ど

の

一

枚

を

見

て

も

、

そ

の

時

の

こ

と

が
…

…

」

 

水

間

、

笑

顔

で

、

 

水

間

「

全

部

、

思

い

出

せ

る

よ

う

な

写

真

を

、

ね

…

…

」

 

里

美

「

…
…

」

 

水

間

、

半

身

で

手

を

挙

げ

て

、

 

水

間

「

じ

ゃ

あ

、

行

っ

て

く

る

」

 

歩

い

て

行

く

水

間

。

見

送

る

里

美

。

 

 

○

同

・

水

間

の

部

屋

（

同

）

 

机

の

上

に

ブ

ッ

ク

エ

ン

ド

に

挟

ま

れ

た

風

景

や

動

物

の

写

真

集

。

 

机

の

横

に

三

段

の

デ

シ

ケ

ー

タ

ー

。

 

一

段

目

に

カ

メ

ラ

。

 



フィクション劇場 第二十八話「カメラマン」 

 57 

二

段

目

に

レ

ン

ズ

。

 

三

段

目

に

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

部

分

が

熱

で

ひ

し

ゃ

げ

た

、

記

者

時

代

に

使

っ

て

い

た

カ

メ

ラ

が

一

つ

。

 

 

Ｅ

Ｎ

Ｄ

 

 

（

２

０

２

６

年

２

月

１

６

日

 
応

募

）

 

（

２

０

２

６

年

６

月

９

日

 

公

開

）

 


